











Passive stiffness of the first dorsal interosseous and first lumbrical 
muscles assessed using shear wave elastography. 
(剪断波エラストグラフィによる手内在筋の受動的な弾性評価) 
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 18 名の健常な成人男性（平均年齢 30.9 歳）を対象とした。剪断弾性率は右示指の MP
関節、IP関節と、手関節の肢位を変更できる冶具を使用し、MP関節は屈曲 60°、30°、
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論文題名 
Passive stiffness of the first dorsal interosseous and first lumbrical muscles 
assessed using shear wave elastography. 
結果の要旨 
 
手内在筋は様々な原因により拘縮をきたす。手内在筋拘縮はMP関節の伸展と IP関節の
屈曲の同時運動によるストレッチによって保存的な治療を行うが、この肢位が拘縮改善に
最も適切な肢位であるという根拠はない。本研究は、剪断波エラストグラフィにより第一
背側骨間筋と第一虫様筋の受動弾性を測定し、手内在筋の適切なストレッチ肢位を検討す
ることを目的として実施した。本研究の結果から、剪断波エラストグラフィは骨間筋と虫
様筋の受動弾性が手指関節肢位と手関節肢位により影響を受けることを示し、手内在筋の
ストレッチ肢位はMP関節伸展位・IP関節屈曲位であることを確認した。今回の研究を元
にし、ストレッチ前後でどのような効果が得られているのか、拘縮をもつ患者においてど
のような弾性値を示すのかさらに研究する必要があると考えられた。 
  今回の学位論文審査により、博士（医学）の学位授与に値すると審査委員全員に認め
られた。 
 
 
